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杉並区高齢者実態調査報告書

高齢者の生活実態と意識に関する調査

介護保険に関する調査

概要版

この報告書は、平成22年9月から11月にかけて杉並区が実施した「高齢者の生

活実態と意識に関する調査」「介護保険に関する調査」の報告書を概要版として

まとめたものです。

平成23年3月 杉並区

報告書の見方

・基数となるべき実数（ｎ）は、設問に対する回答者数である

・四捨五入の関係で各構成比の合計が100％にならない場合がある

・本文や図表中の選択肢表記は、語句を短縮・簡略化している場合がある
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１．調査目的 保健福祉計画改定及び今後の高齢者施策のための基礎調査（ひとり暮らし、

ねたきり、夫婦のみ世帯の出現率、介護予防の意識等の把握）

２．調査対象 杉並区在住の60歳以上の区民から無作為抽出した5,100人

（男性2,550人、女性2,550人）

３．調査方法 郵送配布、郵送回収

４．調査期間 平成22年9月6日～9月30日

５．回収結果 回収数（票）：3,564件（回収率69.9%）うち、自宅生活者3,393人

６．調査内容 ＜この概要版では○印のついた設問について紹介しています。＞

（１）対象者の属性について

記入者・ご本人の居場所

入院先の医療機関の所在地

○性別・年齢

居住年数

（２）家族の状況について

○世帯の状況

○日中の同居家族

○親族の方との会話や連絡の頻度

（３）暮らし向きについて

○主な収入の種類

○昨年１年間の世帯の収入額

昨年１年間の本人の収入額

○就労状況

収入を伴う仕事の種類

今後の就労意向

（４）住まいについて

○住居形態

○介護が必要となった場合に希望する住まいの形態

○現在の住まいでの在宅介護の可能性

施設に入った場合に負担可能な月額費用

○自宅介護のために必要なサービス

（５）日頃の暮らしについて

○主観点健康感

日常生活の状況

健康や医療、福祉にかかわる情報の入手先

メール・インターネットの利用状況

○近所の方との付き合いの頻度

○外出頻度

○現在、行っている活動

○生きがいの有無

今後やってみたいこと

（６）健康について

○健康に気を使っていること

○悩みやストレス

悩みやストレスの原因

相談相手

日常生活自立度

（７）介護について

○介護保険の認定状況

○介護サービスと保険料のあり方

（８）高齢者施策について

○「地域のたすけあいネットワーク」の利用意向

○ケア24の認知度

ケア24の利用状況・利用内容

介護予防事業の認知度

○長寿応援ポイントの認知度

長寿応援ポイントの参加状況、活動内容

○今後充実すべき高齢者施策

（９）自由回答

【高齢者の生活実態と意識に関する調査】 調 査 の 概 要
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全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

15.2

13.3

20.0

16.8

11.4

35.5

38.1

36.9

19.3

9.4

5.4 27.4

7.0

4.4

5.1

4.8

1.8

2.3

1.9

2.7

40.5

28.0

26.8

1.9

1.3

2.6

2.3

3.0

2.8

3.2

3.0

1.6

2.2

1.0

1.2

(%)
16.3 29.4 9.5 5.4

1.7

31.2

2.0

3.0

1.6

単
身
（

ご
本
人
１
人
）

夫
婦
の
み
（

配
偶
者
6
5

歳
以
上
）

夫
婦
の
み
（

配
偶
者
6
4

歳
以
下
）

２
世
代
家
族
（

全
員
が

6
5
歳
以
上
）

２
世
代
家
族
（

世
帯
に

6
5
歳
未
満
の
人
が
い

る
）

３
世
代
家
族

配
偶
者
、

親
、

子
以
外
の

高
齢
者
と
同
居

そ
の
他

無
回
答

基数 構成比

60～64歳 989 29.1%

65～69歳 599 17.7%

70～74歳 553 16.3%

75～79歳 503 14.8%

80～84歳 438 12.9%

85歳以上 294 8.7%

無回答 17 0.5%

　全　体 3,393 100.0%

29.1

17.7

16.3

14.8

12.9

8.7

0.5

0 10 20 30 40 (%)

基数 構成比

男性 1,686 49.7%

女性 1,696 50.0%

無回答 11 0.3%

　全　体 3,393 100.0%

49.7

50.0

0.3

0 20 40 60 (%)

（１）対象者の属性

○性別・年齢（問３）

（２）家族の状況について

○世帯の状況（問６）

【高齢者の生活実態と意識に関する調査】調 査 結 果

年
齢
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○日中の同居家族（問７）

日中の同居家族は、「ほとんど毎日いる」の割合が63.0%で最も多くなっている。

○親族の方との会話や連絡の頻度（問８）

親族との会話・連絡の頻度は、「ほとんど毎日」の割合が42.8%で最も多くなっている。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

58.2

64.9

65.0

65.0

7.6

10.2

6.9

8.5

13.3

7.6

6.8

7.2 15.5
2.1

2.3

1.8

1.0

18.6

13.9

17.1

1.8

1.9

1.6

1.2

(%)
63.0 8.2 9.0

1.8

16.4

1.7

ほ
と
ん
ど
毎
日
い
る

週
に
３
～

４
日
程
度

い
る

週
に
１
～

２
日
程
度

い
る

１
ヶ

月
に
１
～

２
日

程
度
い
る

誰
も
い
な
い

無
回
答

年
齢

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

46.8

39.4

42.8

41.1

8.9

11.5

10.6

11.0

7.8

9.2

9.6

9.4

10.4

12.0

11.5

11.7 19.8

5.7

4.018.0

21.7

17.1

3.9

3.6

0.5

0.6

0.5

0.6

1.7

1.8

1.6

2.1

0.8

1.1

0.4

0.6

(%)
42.8 10.4 8.9 11.3 4.519.0

0.6 1.9

0.8

ほ
と
ん
ど
毎
日

週
に
３
～

４
回
程
度

週
に
２
回
程
度

週
に
１
回
程
度

月
に
１
～

２
回
程
度

ほ
と
ん
ど
な
い

親
族
が
い
な
い

そ
の
他

無
回
答

年
齢
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（３）暮らし向きについて

○主な収入の種類（問９）

生活を支えている収入は、「公的年金等」の割合が55.0%で最も多くなっている。

年齢別で見ると、60～64歳の場合は「自分の仕事の収入」が最も多いが、65歳以上になる

と、大部分の方が「公的年金等」となっている。

○昨年１年間の世帯の収入額（問10）

世帯の収入は、「200～400万円未満」の割合が35.8%で最も多く、400万円未満の方で全体の

53.4%を占める。

年齢別で見ると、年齢が上がるほど、世帯年収は低くなっている。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

44.3

24.7

10.0

17.1

25.0

59.0

75.3

67.4

6.1

6.1

6.8

6.5

22.5

9.3

5.5

7.3
0.3

0.5

0.1

0.4

0.8

0.8

0.7

1.1

0.3

0.3

0.2

0.5

0.5

0.9

(%)
25.0 55.0 6.3 11.8

0.4 0.9 0.3

0.4

自
分
の
仕
事
の
収
入

公
的
年
金
等

預
貯
金
、

利
子
・
配

当
、

地
代
・
家
賃

同
居
し
て
い
る
家
族

の
収
入

別
居
し
て
い
る
家
族

か
ら
の
仕
送
り

生
活
保
護
な
ど
の
公

的
扶
助

そ
の
他

無
回
答

年
齢

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

4.2

6.5

5.4

9.4

12.5

15.5

14.0

30.2

36.4

40.1

38.3

18.7

20.5

17.0

18.7 8.2

7.3

4.5

4.1

15.3

9.1

5.4

7.2

4.0

3.4

6.6

9.9

12.4

3.8

0.8

1.1

0.6

0.9

3.2

2.3

2.3

(%)
5.0 12.6 35.8 18.6 5.0 9.69.4

0.9

3.1

１
０
０
万
円
未
満

１
０
０
～

２
０
０
万
円
未

満 ２
０
０
～

４
０
０
万
円
未

満 ４
０
０
～

６
０
０
万
円
未

満 ６
０
０
～

８
０
０
万
円
未

満 ８
０
０
～

１
０
０
０
万
円

未
満

１
０
０
０
万
円
以
上

収
入
は
な
い

無
回
答

年
齢
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○就労状況（問12）

就業状態は、「働いていない」の割合が58.7%で最も多く、以下、「自営業・自営業手伝い」

（17.4%）、「非常勤、パート、アルバイト」（10.0%）の順となっている。

（４）住まいについて

○住居形態（問14）

住居形態は、「一戸建て持ち家」の割合が76.2%で最も多くなっている。

年齢別で見ると、年齢があがるほど、一戸建て持ち家の割合が増えている。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

19.8

21.3

12.0

16.5

22.1

6.8

18.1

10.8

6.7

37.7

56.1

78.1

67.53.9

1.1

2.9

1.6

1.1

2.0

0.2

1.9

1.7

2.1

1.8

2.1

3.0

1.0

0.2

(%)
17.4 9.2 10.0 58.7

1.2

1.9

1.7

自
営
業
・
自
営
業
手

伝
い

常
勤
の
社
員
・
職
員

非
常
勤
、

パ
ー

ト
、

ア
ル
バ
イ
ト

シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン

タ
ー

そ
の
他

働
い
て
い
な
い

無
回
答

年
齢

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

70.0

76.2

81.2

78.8

10.9

9.6

7.0

8.3 5.5
1.6

1.1

2.3

1.9

3.4

3.6

3.1

2.8 11.9

6.3

4.8

1.5

1.2

1.7

2.0

1.0

1.1

0.8

0.4

(%)
76.2 9.0

1.7

3.2 7.3

1.7

0.9

① ② ③ ④
～

⑤

⑥
～

⑧

⑨
～

⑪

無
回
答

年
齢

①一戸建て持ち家
②分譲マンション
③一戸建て貸家
④賃貸の公団・公社住宅 ⑤区営・都営住宅
⑥賃貸マンション ⑦民間鉄筋・鉄骨アパート ⑧民間木造アパート
⑨社宅、官舎 ⑩間借り・住みこみ等 ⑪その他
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全　体 (2,238)

60～64歳 (556)

65～74歳 (775)

75歳以上 (897)

65歳以上（再掲） (1,672)

ｎ

36.9

41.7

44.6

43.2

57.0

52.0

48.8

50.3

5.6

5.5

4.6

3.8

1.9

2.8

0.8

0.5

(%)
41.7 51.9 4.9

1.5

思
う

条
件
が
そ
ろ
え
ば
可

能
だ
と
思
う

思
わ
な
い

無
回
答

○介護が必要になった場合希望する住まいの形態（問15）

将来希望する介護形態は、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ住み続けた

い」の割合が66.0%で最も多く、約３人に２人の割合であった。

年齢別で見ると、年齢があがるほど、「現在の住まいで介護サービスを受けて、できるだけ

住み続けたい」が増えている。

○現在の住まいでの在宅介護の可能性（問15－１）

現在の住まいで介護を受けての生活の可能性は、「条件がそろえば可能だと思う」の割合が

51.9%で最も多く、以下、「思う」（41.7%）、「思わない」（4.9%）の順となっている。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

56.2

67.3

72.6

70.0

4.4 4.4

4.9

4.0 5.7

18.5

13.4

10.4

11.8

1.5

1.9

1.0

2.2

3.3

3.5

3.0

3.2

12.3

7.1

4.4

1.0

1.0

1.1

0.6

2.6

3.0

2.2

1.2

(%)
66.0 4.2 13.7

1.8

3.6 7.6

0.9 2.3

現
在
の
住
ま
い
で
介

護
サ
ー

ビ
ス
を
受
け

て
、

で
き
る
だ
け
住

み
続
け
た
い

娘
や
息
子
、

兄
弟
の

と
こ
ろ
へ
移
り
住
み

た
い

介
護
付
き
の
有
料
老

人
ホ
ー

ム
、

グ
ル
ー

プ
ホ
ー

ム
等
の
施
設

に
入
り
た
い

特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
に
入
り
た
い

ケ
ア
付
き
の
高
齢
者

住
宅
へ
移
り
住
み
た

い そ
の
他

わ
か
ら
な
い

無
回
答

年
齢

年
齢
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○自宅介護のために必要なサービス（問16）

自宅介護のために必要なサービスは、「在宅医療サービス」の割合が65.1%で最も多く、以

下、「ホームヘルパー派遣などの日常生活を支援するサービス」（56.3%）、「昼間の訪問介護・

訪問看護」（47.0%）の順となっている。

（５）日頃の暮らしについて

○主観的健康感（問17－１）

主観的健康感は、「まあ健康な方だと思う」の割合が68.1%で最も多く、これに「非常に健

康」（12.5%）を合わせると、80.6%が《健康（計）》と回答している。

n=(3,393)  

在宅医療サービス

ホームヘルパー派遣などの日常生活を支援するサービス

昼間の訪問介護・訪問看護

必要時に短期間の施設入所ができるショートステイサービス

救急医療サービス

夜間の訪問介護・訪問看護

訪問リハビリテーション

介護や薬の管理についての助言や指導

その他

無回答

65.1

56.3

47.0

45.6

39.6

31.7

21.0

20.2

3.2

9.0

0 20 40 60 80 (%)

全体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

14.8

15.1

8.3

11.6

74.7

71.5

60.2

65.7

6.6

9.4

19.8

14.8

3.4

3.2

8.9

6.2

0.5

0.8

2.8

1.8

(%)
12.5 68.1 12.4 5.4

1.5

非
常
に
健
康

ま
あ
健
康
な
方
だ
と

思
う

あ
ま
り
健
康
で
な
い

健
康
で
な
い

無
回
答
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○近所の方との付き合いの頻度（問20）

近所付き合いは、「ほとんどない」の割合が32.2%で最も多くなっている。

年齢別で見ると、60～64歳の場合、「ほとんどない」が36.9%だが、65～74歳になると、「ほ

とんど毎日」「週に３～４回程度」が増えて、近所づきあいの頻度が多くなる。

○外出頻度（問21）

外出頻度は、「ほとんど毎日」の割合が47.9%で最も多くなっている。

年齢別で見ると、週１回以上外出している割合は、65～74歳の場合で95.4%、75歳以上でも

約８割となっている。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

65.5

51.6

30.7

40.8

19.3

27.4

25.9

26.6

6.6

11.5

16.1

13.9

5.0

4.9

7.9

6.5 5.4

9.1

5.1

2.0

2.6

7.9

0.9

0.8

1.7

2.3

1.0

0.8

(%)
47.9 24.4 11.8 6.0 4.4 3.9

1.5

ほ
と
ん
ど
毎
日

週
に
３
～

４
回
程
度

週
に
２
回
程
度

週
に
１
回
程
度

月
に
１
～

２
回
程
度

ほ
と
ん
ど
な
い

無
回
答

年
齢

全体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

14.4

22.2

17.1

19.6

9.3

12.8

10.8

11.8

9.8

11.1

11.2

11.1

14.1

12.2

11.0

11.6 13.1

36.9

26.0

34.4

30.4

13.9

13.4

12.8

2.5

2.8

2.2

1.7

(%)
18.1 11.1 10.7 12.3 32.213.3

2.3

ほ
と
ん
ど
毎
日

週
に
３
～

４
回
程
度

週
に
２
回
程
度

週
に
１
回
程
度

月
に
１
～

２
回
程
度

ほ
と
ん
ど
な
い

無
回
答

年
齢
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○現在、行っている活動（問22）

現在の活動は、「個人で行う趣味の活動」の割合が38.1%で最も多く、以下、「仕事（自営を

含む）」（36.2%）、「趣味のサークルやクラブ活動」（22.6%）の順となっている。

○生きがいの有無（問23）

生活に生きがいを感じるかは、「感じている」（81.0%）、「感じていない」（16.6%）となって

いる。

n=(3,393)  

個人で行う趣味の活動

仕事（自営を含む）

趣味のサークルやクラブ活動

スポーツ活動

学習や教養を高めるための活動

町内会、自治会、いきいきクラブ活動

ＮＰＯ・ボランティア活動

子どもや若者などの異世代との交流

その他

何も行っていない

無回答

38.1

36.2

22.6

21.8

10.7

7.5

6.3

6.0

4.0

15.8

3.6

0 10 20 30 40 50 (%)

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

85.7

86.9

72.0

79.2

13.1

11.5

24.1

18.0
2.8

3.9

1.6

1.1

(%)
81.0 16.6

2.4

感
じ
て
い
る

感
じ
て
い
な
い

無
回
答

年
齢
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（６）健康について

○健康に気を使っていること（問25）

健康に気を使っていることは、性別で見ると、男女差の大きい内容として、「酒やタバコを

ひかえる」「気持ちをなるべく明るく保つ」があげられ、前者は男性のほうが16ポイント多く、

後者は女性のほうが14ポイント多くなっている。

○悩みやストレス（問27）

コメント悩みやストレスの有無は、「少しはある」の割合が61.9%で最も多くなっている。

年齢別で見ると、年齢があがるほど、悩みやストレスの割合は減少している。

休養や睡眠を十分とる

栄養のバランスのとれた食事をする

健康診査を定期的に受ける

規則正しい生活を送る

散歩や運動をする

気持ちをなるべく明るく保つ

趣味を持つ

なるべく外出する

酒やタバコをひかえる

保健薬や強壮剤などを飲む

地域の活動に参加する

その他

特にない

無回答

76.7

63.0

59.6

55.8

58.7

41.1

39.5

38.2

22.7

9.4

6.8

0.8

3.1

1.5

75.3

73.3

61.1

59.7

55.1

55.0

46.0

45.8

6.5

9.0

7.8

1.2

3.1

0.9

0 20 40 60 80 100

男性 n=(1,686)  

女性 n=(1,696)  

(%)

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

11.4

10.0

12.7

11.4

66.8

62.4

57.5

59.9

18.1

22.0

21.2

21.6

5.6

8.6

7.2

3.6

(%)
11.4 61.9 20.5 6.2

大
い
に
あ
る

少
し
は
あ
る

ま
っ

た
く
な
い

無
回
答

年
齢
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（７）介護について

○介護保険の認定状況（問29）

介護保険の認定は、「受けていない」（82.5%）、「受けた」（12.6%）となっている。

年齢別で見ると、介護保険の認定を「受けた」割合は、75歳以上で25.6%と急に多くなり、

約４人に１人の割合となっている。

○介護サービスと保険料のあり方（問30）

介護サービスと保険料のあり方については、「保険料が多少高くなっても、介護サービスを

充実してほしい」の割合が35.0%で最も多くなっている。

年齢別で見ると、どの年齢層とも「保険料が多少高くなっても、介護サービスを充実して

ほしい」の割合が多くなっている。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

7.9

25.6

17.1

96.0

86.8

68.1

77.1

5.3

6.3

5.8

1.5 2.5

(%)
12.6 82.5 5.0

受
け
た

受
け
て
い
な
い

無
回
答

年
齢

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

35.9

35.7

33.7

34.6

18.0

20.7

20.2

20.5

7.8

11.2

10.0

10.6

33.4

27.3

28.1

27.7 6.6

5.0

5.1

8.0

(%)
35.0 19.7 9.8 29.4 6.2

保
険
料
が
多
少
高
く

な
っ

て
も
、

介
護

サ
ー

ビ
ス
を
充
実
し

て
ほ
し
い

保
険
料
が
高
く
な
る

な
ら
サ
ー

ビ
ス
は
現

状
の
ま
ま
で
よ
い

サ
ー

ビ
ス
を
抑
え
て

も
、

保
険
料
は
安
く

し
て
ほ
し
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

年
齢
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（８）区の高齢者施策について

○ 「地域のたすけあいネットワーク」の利用意向（問31）

「地域のたすけあいネットワーク」の利用意向は、「利用したい」の割合が55.1%で最も多

くなっている。

年齢別で見ると、地域のたすけあいネットワークを「利用したい」方は全体に比べて、60

～64歳と65～74歳で多くなっている。

○ ケア24の認知度（問32）

ケア24の認知は、「知らない」（51.0%）、「知っている」（45.9%）となっている。

年齢別で見ると、年齢があがるほど、ケア24の認知度も高くなっている。75歳以上の認知

度は半数を超える。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

58.1

58.2

50.3

54.1

5.9

5.6

9.6

7.7

34.4

32.1

33.3

32.7

4.1

6.9

5.5

1.6

(%)
55.1 7.2 33.3 4.5

利
用
し
た
い

利
用
し
た
い
と
思
わ

な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

年
齢

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

36.9

44.1

55.1

49.8

61.7

53.0

40.5

46.5

4.4

3.6

2.9

1.4

(%)
45.9 51.0 3.1

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

年
齢
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○長寿応援ポイントの認知度（問33）

「長寿応援ポイント事業」の認知は、「知らない」（80.7%）、「知っている」（15.9%）となっ

ている。

年齢別で見ると、長寿応援ポイント事業の認知度は、65歳以上になると、若干増加してい

る。

○今後充実すべき高齢者施策（問36）

充実すべき高齢者施策は、「緊急時にすぐに医療サービスが受けられる体制づくり」の割合

が67.4%で最も多く、以下、「住み慣れた場所での生活を支える24時間対応の介護サービス整

備」（52.3%）、「困ったときに気軽に相談できる体制」（49.0%）の順となっている。

全　体 (3,393)

60～64歳 (989)

65～74歳 (1,152)

75歳以上 (1,235)

65歳以上（再掲） (2,387)

ｎ

10.9

18.1

17.9

18.0

87.3

78.7

77.4

78.0

4.7

4.0

3.2

1.8

(%)
15.9 80.7 3.4

知
っ

て
い
る

知
ら
な
い

無
回
答

年
齢

n=(3,393)  

緊急時にすぐに医療サービスが受けられる体制づくり

住み慣れた場所での生活を支える24時間対応の介護サービス整備

困ったときに気軽に相談できる体制

特別養護老人ホームなどの施設の整備

介護者に対する支援

健康の維持、管理、増進のための施策

介護が必要にならないための介護予防事業

高齢者のための生きがい対策

地域全体で介護を支援し、見守りを行うしくみづくり

その他

現在と同程度でよい

わからない

無回答

67.4

52.3

49.0

40.6

39.3

37.4

33.6

31.4

23.5

0.8

1.2

4.3

4.5

0 20 40 60 80 (%)
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１．調査目的 介護保険事業計画の改定のための基礎調査

２．調査対象 介護保険の要支援・要介護認定者のうち、施設サービス受給者を除いた第

１号被保険者から無作為抽出した4,544人

３．調査方法 介護保険相談員による訪問配布、訪問回収

４．調査期間 平成22年10月14日～11月30日

５．回収結果 回収数（票）：3,373件（回収率74.2%）

うち、自宅生活者又は６か月未満の短期入院者2,806人

６．調査内容 ＜この概要版では○印のついた設問について紹介しています。＞

（１）対象者の属性

記入者・ご本人の居場所

入院先の医療機関の所在地・入院期間

○性別・年齢・世帯の状況・要介護度

（２）暮らしについて

日常生活自立度

○日常生活上の相談相手

○在宅で受けている医療援助

（３）サービスの利用状況について

○９月に主に利用したサービスの有無

夜間対応型訪問介護の利用状況

夜間対応型訪問介護の未利用の理由

○９月時点でサービスを利用しなかった理由

ショートステイの利用状況

（４）住まい方について

○住居形態

○住居の在宅介護への適・不適

在宅生活に適していない理由

（５）施設の入所について

○施設への入所希望

○希望する施設の種別

○施設入所を希望する理由

（６）介護保険制度について

○介護保険サービスの満足度

○介護保険料の負担感

介護保険サービス利用の費用の確認

事業所を知った経緯

○今後区で力を入れていくべきこと

（７）主な介護者について

○主な介護者の続柄・年齢

○主な介護者の健康状態

高齢者ご本人との同居の状況

主な介護者の介護時間帯・介護年数

主な介護者以外の介護者の有無

○サービス利用による介護負担軽減感

○介護保険サービス全般の満足度

○介護をする上で困っていること

介護のことで困った時の相談先

○介護者が求めるサービス

○介護者のこころの状態

○在宅介護生活の見通し

最近６か月間の本人との衝突の有無

高齢者ご本人の認知症の程度

（８）自由回答

【介護保険に関する調査】 調 査 の 概 要
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基数 構成比

65～69歳 104 3.7%

70～74歳 191 6.8%

75～79歳 435 15.5%

80～84歳 695 24.8%

85～89歳 724 25.8%

90～94歳 442 15.8%

95～99歳 137 4.9%

１００歳以上 26 0.9%

無回答 52 1.9%

　全　体 2,806 100.0%

3.7

6.8

15.5

24.8

25.8

15.8

4.9

0.9

1.9

0 10 20 30 (%)

基数 構成比

男性 748 26.7%

女性 1,885 67.2%

無回答 173 6.2%

　全　体 2,806 100.0%

26.7

67.2

6.2

0 20 40 60 80 (%)

（１）対象者の属性

○性別・年齢（問３）

○世帯の状況（問４）

【介護保険に関する調査】 調 査 結 果

基数 構成比

単身（ご本人ひとり暮らし） 936 33.4%

夫婦のみの世帯（夫婦のどちらとも
65歳以上）

601 21.4%

夫婦のみの世帯（配偶者が64歳以
下）

42 1.5%

世帯員全員が65歳以上の世帯（夫
婦のみの世帯は除く）

119 4.2%

その他の世帯（同居世帯） 1,066 38.0%

無回答 42 1.5%

　全　体 2,806 100.0%

33.4

21.4

1.5

4.2

38.0

1.5

0 10 20 30 40 (%)
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○要介護度（問６）

（２）日頃の暮らしについて

○日常生活上の相談相手（問８）

不安な時の相談先は、「家族や親族」の割合が83.1%で最も多く、以下、「かかりつけの医師」

（38.9%）、「ケアマネジャー」（35.7%）、「ヘルパーなど介護保険サービス事業者」（16.5%）、

「友人・知人」（12.9%）、「地域包括支援センター（ケア24）」（11.6%）、「隣近所の人」（7.8%）

の順となっている。

n=(2,806)  

家族や親族

かかりつけの医師

ケアマネジャー

ヘルパーなど介護保険サービス事業者

友人・知人

地域包括支援センター（ケア24）

隣近所の人

介護保険相談員（民生委員）

区役所・保健センター

杉並区社会福祉協議会

インターネットで、自分で調べる

まちかど介護相談薬局

相談する相手がいない

相談しない

その他

無回答

83.1

38.9

35.7

16.5

12.9

11.6

7.8

5.4

2.6

1.3

0.8

0.6

1.0

1.2

2.2

1.4

0 20 40 60 80 100 (%)

基数 構成比

要支援１ 665 23.7%

要支援２ 460 16.4%

要介護１ 466 16.6%

要介護２ 481 17.1%

要介護３ 310 11.0%

要介護４ 177 6.3%

要介護５ 140 5.0%

わからない 47 1.7%

無回答 60 2.1%

　全　体 2,806 100.0%

23.7

16.4

16.6

17.1

11.0

6.3

5.0

1.7

2.1

0 5 10 15 20 25 (%)
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全　体 (2,806)

要支援１ (665)

要支援２ (460)

要介護１ (466)

要介護２ (481)

要介護３ (310)

要介護４ (177)

要介護５ (140)

わからない (47)

ｎ

45.7

57.6

67.6

77.8

83.5

83.1

80.7

29.8

46.5

33.3

27.5

17.7

11.3

14.1

15.7

48.9 17.0

6.2

6.1

4.3

0.7

0.6

2.9

1.5

1.5

3.0

1.7

2.9

2.3

2.3

3.1

3.4

(%)
64.4 28.7 4.8

2.2

利
用
し
た

利
用
し
て
い
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

○在宅で受けている医療援助（問９）

受けている援助の中では、「医師による訪問診療を受けている」の割合が17.2%で最も多く、

以下、「在宅で、医師や薬剤師による服薬の指導を受けている」（14.2%）、「看護師等による訪

問看護を受けている」（11.6%）の順となっている。

（３）サービスの利用状況について

○ ９月のサービス利用の有無（問10）

介護保険サービスについて、「利用した」の割合は64.4%となっている。

介護度別で見ると、サービスの利用割合は、介護度があがるほど増加しており、要介護３

で最大となっている。

特に受けていない

無回答

在宅で、歯科医師や歯科衛生士による診療・指導を受けている

在宅で経管栄養、点滴、人工呼吸器などの医療器具を装着している

在宅で看護師等による吸引、創傷処理など医療処置を受けている

在宅で、栄養士等による栄養・食事指導を受けている

医師による訪問診療を受けている

在宅で、医師や薬剤師による服薬の指導を受けている

看護師等による訪問看護を受けている※

17.2

14.2

11.6

5.9

3.4

1.8

0.9

53.5

13.3

17.3

27.1

-

5.7

3.3

2.9

1.4

39.4

20.3

0 20 40 60

平成22年度
n=(2,806)  

平成19年度
n=(4,810)  

(%)

介
護
度

※印は新規の項目
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○ ９月時点でサービスを利用しなかった理由（問12）

介護保険サービスを利用していない理由は、「必要なときにサービスが受けられるよう、あ

らかじめ認定を受けた」の割合が30.8%で最も多く、以下、「家族等が介護しているので、サ

ービスを利用する必要がない」（28.4%）の順となっている。

（４）住居について

○住居形態（問14）

住居形態は、「持ち家（戸建て）」の割合が74.1%で最も多く、以下、「持ち家（マンション

等）」（9.7%）の順となっている。

n=(805)  

必要なときにサービスが受けられるよう、あらかじめ認定を受けた

家族等が介護しているので、サービスを利用する必要がない

本人がサービスの利用をいやがる

どんなサービスがあるのかわからないから

本人や家族が利用したいと思うサービスがない

本人の身体状況にふさわしいサービスがない

身内や知人以外に、家に入ってきてほしくないから

福祉用具購入や住宅改修を利用するためのみに認定を受けたから

病気やけがで本人の状態が悪化したため、一時的に利用しなかった

費用の自己負担額が高すぎる

その他

無回答

30.8

28.4

12.2

12.2

8.4

8.1

7.2

6.3

3.0

3.0

16.0

6.8

0 10 20 30 40 (%)

全体 (2,806)

要支援１ (665)

要支援２ (460)

要介護１ (466)

要介護２ (481)

要介護３ (310)

要介護４ (177)

要介護５ (140)

わからない (47)

ｎ

72.9

71.1

76.0

78.2

75.5

73.4

75.0

66.0

11.1

9.6

8.6

8.1

10.0

12.4

9.3

8.5

8.6

10.7

8.9

7.9

8.4

7.4

8.6

17.1

4.9

6.1

3.4

4.2

4.6

5.0

6.4

3.7

0.7

1.1

1.6

1.5

1.1

1.3

1.9

2.1

1.4

1.1

1.3

1.5

0.3

0.6

1.1

(%)
74.1 9.7 9.0 4.5

1.3 1.2

① ② ③
～

⑤

⑥
～

⑧

⑨
～

⑩

無
回
答

介
護
度

①持ち家（戸建て）
②持ち家（マンション等）
③貸家（戸建て） ④民間の賃貸マンション ⑤民間の賃貸アパート
⑥みどりの里・シルバーピア ⑦区営・都営住宅 ⑧公団・公社の賃宅住宅
⑨高齢者対応の住宅やマンション ⑩その他
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全　体 (2,806)

要支援１ (665)

要支援２ (460)

要介護１ (466)

要介護２ (481)

要介護３ (310)

要介護４ (177)

要介護５ (140)

わからない (47)

ｎ

65.4

64.8

65.5

63.8

63.2

61.0

62.1

66.0

28.4

31.7

32.0

33.5

35.5

37.3

34.3

25.5

6.2

8.5

3.6

1.7

1.3

2.7

2.6

3.5

(%)
64.0 32.0 4.0

思
う

思
わ
な
い

無
回
答

○住居の在宅介護への適・不適（問15）

在宅生活を送るのに適した住居と思うかについては、「思う」（64.0%）、「思わない」（32.0%）

となっている。

（５）施設入所について

○施設への入所希望（問16）

施設入所の希望は、「将来的には施設入所を考えたい」の割合が33.3%となっている。

介
護
度

全　体 (2,806)

要支援１ (665)

要支援２ (460)

要介護１ (466)

要介護２ (481)

要介護３ (310)

要介護４ (177)

要介護５ (140)

わからない (47)

ｎ

0.5

0.9

2.8

4.6

8.7

13.0

9.3

32.5

35.4

35.8

35.3

36.5

26.0

27.9

21.3

29.9

34.6

32.0

28.9

26.1

33.9

32.9

44.7

28.3

24.3

24.9

25.4

24.8

22.0

25.0

23.4

5.8

3.9

5.1

5.0

10.6

4.5

4.8

8.9

(%)
3.7 33.3 31.3 25.3 6.4

現
在
、

施
設
入
所
を

申
し
込
ん
で
い
る

将
来
的
に
は
施
設
入

所
を
考
え
た
い

施
設
へ
の
入
所
希
望

は
な
い

わ
か
ら
な
い

無
回
答

介
護
度
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○希望する施設の種別（問16－１）

入所を希望する施設は、「特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）」の割合が49.8%で最も

多く、以下、「介護老人保健施設」（32.0%）、「介護付有料老人ホーム」（24.3%の順となってい

る。

○施設入所を希望する理由（問16－２）

施設入所を希望する理由は、「介護する家族の心身の負担が大きい」の割合が67.9%で最も

多く、以下、「在宅生活では、夜間や緊急時の対応が不安である」（43.8%）、「整った設備と専

門職員がいる中での長期療養が必要」（27.1%）の順となっている。

n=(1,039)  

特別養護老人ホーム（介護老人福祉施設）

介護老人保健施設

介護付有料老人ホーム

ケアハウス（軽費老人ホーム）

認知症高齢者グループホーム

どのような施設でもよい

その他

無回答

49.8

32.0

24.3

15.5

10.9

1.9

5.5

3.6

0 10 20 30 40 50 60 (%)

n=(1,039)  

介護する家族の心身の負担が大きい

在宅生活では、夜間や緊急時の対応が不安である

整った設備と専門職員がいる中での長期療養が必要

介護をする家族や親族がいない

専門的なリハビリ等が必要

在宅のサービス利用による経済的な負担が大きい

現在の住まいがアパート等で、今後住み続けられないかもしれない

その他

無回答

67.9

43.8

27.1

19.4

14.1

10.6

6.5

4.8

9.2

0 20 40 60 80 (%)
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全　体 (2,806)

要支援１ (665)

要支援２ (460)

要介護１ (466)

要介護２ (481)

要介護３ (310)

要介護４ (177)

要介護５ (140)

わからない (47)

ｎ

11.3

9.8

14.6

11.2

9.4

17.5

10.0

8.5

18.3

25.0

29.2

31.6

34.5

32.8

32.1

14.9

21.1

22.4

18.7

22.5

23.2

19.8

20.7

10.6

9.3

14.6

10.7

11.6

10.0

9.0

12.9

6.2

7.1

6.2

10.0

8.5

22.7

11.5

17.4

13.9

13.9

12.4

9.3

46.8

10.1

8.5

5.0

8.5

2.1

6.4

8.3

7.2

2.3

1.9

2.9

3.0

(%)
11.5 26.8 20.8 10.9 16.5 6.37.1

満
足
し
て
い
る

お
お
む
ね
満
足
し
て

い
る

ふ
つ
う
で
あ
る

少
し
不
満
が
あ
る

不
満
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

（６）介護保険制度について

○介護保険サービスの満足度（問17）

介護保険サービスの満足度は、「おおむね満足している」の割合が26.8%で最も多く、これ

に「満足している」（11.5%）を合わせると、38.3%が《満足（計）》と回答している。

介
護
度
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○介護保険料の負担感（問18）

介護保険料の負担感は、「多少負担である」の割合が35.7%で最も多く、これに「非常に負

担である」（10.0%）を合わせると、45.7%が《負担である（計）》と回答している。

○今後区が力を入れていくべきこと（問21）

今後、区が力を入れていくべきと思うものは、「在宅での生活が続けられるよう福祉、介護

サービスの充実」の割合が53.0%で最も多く、以下、「介護サービス利用者や家族を支援する

情報提供の充実」（31.2%）、「特別養護老人ホームなどの施設サービスの充実」（27.9%）の順

となっている。

全　体 (2,806)

要支援１ (665)

要支援２ (460)

要介護１ (466)

要介護２ (481)

要介護３ (310)

要介護４ (177)

要介護５ (140)

わからない (47)

ｎ

10.7

10.7

9.7

8.7

10.0

12.4

12.9

32.9

36.7

35.2

38.5

38.1

37.3

42.1

27.7

18.8

18.5

25.8

23.7

27.1

24.9

24.3

17.0

19.7

18.9

17.0

15.0

14.5

13.6

9.3

14.9

3.4

5.1

6.1

5.8

7.3

7.4

5.6

7.1

34.0

7.8

3.9

4.0

6.4

2.9

1.0

2.9

5.0

5.2

4.1

1.4

2.6

1.9

2.8

(%)
10.0 35.7 22.2 16.6 6.8 4.83.7

非
常
に
負
担
で
あ
る

多
少
負
担
で
あ
る

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い あ
ま
り
負
担
で
は
な

い ま
っ

た
く
負
担
で
は

な
い

い
く
ら
払
っ

て
い
る

か
わ
か
ら
な
い

無
回
答

n=(2,806)  

在宅での生活が続けられるよう福祉、介護サービスの充実

介護サービス利用者や家族を支援する情報提供の充実

特別養護老人ホームなどの施設サービスの充実

ケアマネジャーやホームヘルパーなど人材の確保・定着・育成

介護サービスの質の向上に向けた事業者や施設への支援

できるだけ介護が必要にならない様な健康づくりと介護予防の推進

低所得者への対応策

介護サービス利用にかかる相談や苦情解決への対応

介護保険制度の普及啓発

介護サービスを評価する仕組みづくり

その他

特になし

無回答

53.0

31.2

27.9

27.1

23.3

23.0

15.4

11.6

6.0

5.9

3.5

3.2

5.7

0 20 40 60 (%)

介
護
度
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（７）主な介護者の状況について

○主な介護者の続柄（問22）

主な介護者は、「娘」の割合が31.9%で最も多く、以下、「配偶者」（30.6%）、「息子」（13.6%）、

「息子の妻」（13.6%）の順となっている。

介護度別で見ると、どの介護度とも「配偶者」と「娘」で半数以上を占める。

○主な介護者の年齢（問23）

主な介護者の年齢は、「60歳未満」（31.2%）、「75歳以上」（24.1%）の順となっている。

全　体 (2,039)

要支援１ (320)

要支援２ (291)

要介護１ (371)

要介護２ (412)

要介護３ (292)

要介護４ (165)

要介護５ (136)

わからない (22)

ｎ

34.4

34.0

25.1

29.6

32.5

29.7

28.7

31.8

29.4

26.8

35.8

32.8

28.8

40.6

36.0

13.6

15.3

14.4

11.6

12.1

15.1

12.1

11.8

31.8

9.7

10.7

16.7

16.3

15.4

11.5

14.0

4.5

5.2

5.7

4.4

7.2

8.6

5.1

4.6

4.5

4.2

5.9

18.2

0.7

0.2

0.3

0.3

2.9

1.8

3.8

3.8

(%)
30.6 31.9 13.6 13.6 4.2 5.9

0.2

配
偶
者

娘 息
子

息
子
の
妻

娘
の
夫

そ
の
他
の
家
族
・
親

族 そ
の
他

介
護
度

基数 構成比

60歳未満 636 31.2%

60～64歳 360 17.7%

65～69歳 235 11.5%

70～74歳 173 8.5%

75歳以上 491 24.1%

無回答 144 7.1%

　全　体 2,039 100.0%

31.2

17.7

11.5

8.5

24.1

7.1

0 10 20 30 40 (%)
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○主な介護者の健康状態（問23）

主な介護者の健康状態は、「まあよい」（43.4%）が最も多くなっている。

○ サービス利用による負担の軽減感（問25）

介護保険による介護負担の軽減は、「多少は感じる」の割合が34.9%で最も多く、これに「非

常に感じる」（21.4%）を合わせると、56.3%が《感じる（計）》と回答している。

全　体 (2,039)

要支援１ (320)

要支援２ (291)

要介護１ (371)

要介護２ (412)

要介護３ (292)

要介護４ (165)

要介護５ (136)

わからない (22)

ｎ

10.9

12.4

22.4

25.7

29.5

27.9

30.9

23.1

32.0

34.8

37.6

42.5

46.1

35.3

22.7

12.2

10.7

9.7

9.5

9.6

10.9

8.1

9.1

6.9

9.3

5.4

6.1

8.6

5.5

8.1

7.3

4.1

6.1

6.6

13.6

24.7

15.5

16.7

10.4

4.1

4.4

27.3

15.9

11.3

6.6

27.3

6.3

8.9

8.9

2.4

1.2

1.7

3.4

2.2

(%)
21.4 34.9 10.1 6.9 12.8 6.97.1

非
常
に
感
じ
る

多
少
は
感
じ
る

あ
ま
り
感
じ
な
い

感
じ
な
い

ど
ち
ら
と
も
い
え
な

い サ
ー

ビ
ス
は
利
用
し

て
い
な
い

無
回
答

介
護
度

基数 構成比

よい 426 20.9%

まあよい 884 43.4%

あまりよくない 483 23.7%

よくない 96 4.7%

無回答 150 7.4%

　全　体 2,039 100.0%

20.9

43.4

23.7

4.7

7.4

0 10 20 30 40 50 (%)
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○介護保険サービスの満足度（問26）

介護保険の満足度（介護者）は、「おおむね満足している」の割合が27.7%で最も多く、こ

れに「満足している」（6.7%）を合わせると、34.4%が《満足（計）》と回答している。

○介護する上で困っていること（問27）

介護をする上で困っていることは、「介護保険では必要なサービスメニューがない」の割合

が34.8%で最も多くなっている。

全　体 (2,039)

要支援１ (320)

要支援２ (291)

要介護１ (371)

要介護２ (412)

要介護３ (292)

要介護４ (165)

要介護５ (136)

わからない (22)

ｎ

6.6

4.8

7.8

6.1

6.5

9.1

8.1

4.5

15.0

17.2

32.6

31.3

38.4

30.9

34.6

4.5

19.7

23.0

21.3

21.6

19.2

23.6

19.1

4.5

10.6

14.8

10.0

15.3

15.1

17.0

14.7

4.5

9.2

11.0

9.7

11.8

23.1

18.6

16.4

12.6

8.6

8.5

5.1

54.5

17.8

12.7

6.6

27.3

8.1

8.9

7.2

1.2

1.4

3.9

3.8

(%)
6.7 27.7 20.8 13.4 15.0 7.69.0

満
足
し
て
い
る

お
お
む
ね
満
足
し
て

い
る

ふ
つ
う
で
あ
る

少
し
不
満
が
あ
る

不
満
で
あ
る

わ
か
ら
な
い

無
回
答

介
護
度

n=(2,039)  

介護保険では必要なサービスメニューがない

介護保険の枠内のサービスでは足りない

介護をしていて困ったときや悩みを相談するところがない

介護が経済的な負担になっている

特に困っていることはない

その他

無回答

34.8

23.9

20.7

13.0

20.5

10.3

15.6

0 10 20 30 40 (%)
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○介護者が求めるサービス（問29）

介護者が必要とするサービスは、「高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス」の割合が

45.4%で最も多く、以下、「一時的に高齢者を施設で介護する日帰りサービス」（33.5%）、「介

護者が息抜きできるように、代わりに見守りを行うサービス」（31.6%）の順となっている。

○介護者のこころの状態（問30）

介護者の精神的負担に関わる質問では、『ウ 以前は楽にできていた事が今ではおっくうに

感じられる』（「はい」55.0%）、『ケ 寝込んだ時に身の周りの世話をしてくれる人はいますか』

（「いいえ」44.3%）、『イ これまで楽しんでやれていた事が、楽しめなくなった』（「はい」

40.2%）の割合が多くなっている。

n=(2,039)  

高齢者を数日間施設で介護する宿泊サービス

一時的に高齢者を施設で介護する日帰りサービス

介護者が息抜きできるように、代わりに見守りを行うサービス

介護者が疲れたときに家事などを援助するサービス

介護者への経済的支援

介護相談やサービスの紹介・手続きの代行

介護者に対するこころの相談

介護者のための健康相談・健診の機会

介護者同士が情報交換できる場

その他

無回答

45.4

33.5

31.6

29.8

19.6

15.0

14.3

12.8

9.9

6.1

17.4

0 10 20 30 40 50 (%)

ク　困った時に、相談できる相手は
いますか

ケ　寝込んだ時に身の周りの世話を
してくれる人はいますか

エ　自分は役に立つ人間だと思えない

オ　わけもなく疲れたような感じがする

カ　悲しかったり、憂うつだったりする
ことが続いている

キ　たいていのことに興味がもてない
状態が続いている

n = (2,039)

ア　毎日の生活に充実感がない

イ　これまで楽しんでやれていた事が、
楽しめなくなった

ウ　以前は楽にできていた事が
今ではおっくうに感じられる

40.2

55.0

13.4

53.3

22.0

25.4

69.9

44.5

47.0

33.4

73.3

34.8

64.5

60.7

18.4

44.3

12.8

11.6

13.3

11.9

13.5

13.9

11.6

11.2

(%)
34.2 52.0 13.8

は
い

い
い
え

無
回
答
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○在宅介護生活の見通し（問31）

今後も在宅介護を続けられる見通しは、「これ以上負担が重くならなければやっていけると

思う」の割合が50.9%で最も多く、以下、「何とかやっていけると思う」（24.9%）、「わからな

い」（7.8%）、「すでにやっていけない状況にあると思う」（5.1%）、「負担なく、やっていける

と思う」（2.9%）の順となっている。

介護度別で見ると、要介護２～３の場合、「これ以上負担が重くならなければやっていける

と思う」の割合が特に多くなっている。
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要介護１ (371)

要介護２ (412)

要介護３ (292)

要介護４ (165)

要介護５ (136)

わからない (22)
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